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In recent years, more people living in urban apartments are drying laundry indoors instead of hanging them 
outside. However, indoor drying causes problem such as musty odor generated from damp clothes and high 
humidity in the room. This is mainly due to the poor circulation of the air in the limited indoor space. When 
laundry is hanged for a long time in humid environment, bacteria grow on them and cause bad smell. This 
study focuses on ways of laundry drying based on changing urban lifestyles and aim to create products that 
effectively help drying and create comfortable living environment in small spaces. 








































 Google フォーマット 27 名、街頭アンケート 62 名の計
89名にアンケートを実施。(男性 52名、女性 37名) 
【Q1.室内干しは行いますか。】 
 約 82%(89名中 73名)の人が室内干しを行っていると回
答した(図 1)。 
 
図 1 室内干しをする人の割合 
【Q2.室内干しをする条件(Q1 で室内干しを行っていると
回答した人のみ)】 
①約 59% - 天候に関係なく、全ての衣服は室内干し。 
②約 37% - 雨や夜の時間帯など、外で干せない状況のと
きに限り室内干し。 



































































図 5 日本の人口減少と東京の人口割合[1] 
 
 
































































図 8 水分センサ 
 
























































さ 1840mmのモックアップを制作する(図 13)。 
 



















図 15  実験の様子 
 
b) 実験結果 
2 箇所の乾燥時間は首元が 78 分、袖端が 154 分であっ
た(図 16)。3.(1)での「衣服下から送風を行う場合」と比
較し、首元は 19分早く乾燥したため、送風の効果があっ












































図 20  湿度変化とスイッチが入る条件 
 

















図 22  完成したモータ部分の設計 
６． プロトタイプによる機能結果 
（１）プロトタイプの制作 
MDF を用いてφ600mm の土台、φ550mm のハンガー部分
を制作し、φ38mm のアルミパイプでつなげる。アルミパ
イプにファンを設置し、その周囲を縦格子状のかごで覆
う。かごは、３D プリンタで作成した枠に 5mm×300mm の
MDFの棒 80本を組み込んで製作する(図 23)。 
 










b） 実験結果 乾燥時間 
2箇所の乾燥時間は首元が 58 分、袖端が 96 分であった
(図 24)。ファンの送風範囲から距離のある方の袖部分に
も十分な送風の効果を確かめることができ、実寸モック
を用いた 5.(4)での実験と同等に T シャツを乾燥させる
ことができた。 
 
図 24  プロトタイプによる衣服の乾燥時間 
 
c） 実験結果 スイッチ 






































b） 実験結果 乾燥時間 
通常の干し方では、首元に 194 分、袖端に 216 分で乾
燥した。一方、送風・除湿機能を使用して乾燥させた場
合は、首元が 53 分、袖端が 82 分と大幅な時間短縮を確
認することができた(図 29)。 
 
図 29  最終制作物による乾燥時間の比較 
 
c） 実験結果 スイッチ 
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